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一側性難聴があり、中学校で聞き直す、聞き誤るなどのためにいじめを受け、不登校及び心因性難聴と
なり、耳鼻科医との連携にて補聴器を使用し、かつ聾学校に転校した 1事例を報告する。

【対象】
2015年 6月時、A中学校 1年生であった男児 Bは、学校で『「耳が聞こえないのでは？」と言われた』
と近医を受診した。この頃から、不登校症状が出現した。近医から紹介を受けた総合病院耳鼻科から、右
OAE消失、左は 2kHz以上には放射音が観察されたことから、一側性難聴に加わった心因性難聴との診
断が下り、教育学部に紹介となった。

【教育支援の状況】
2015年 7月、気導検査で右 109dB↓、左 104dB。SRT 右 反応なし、左 98dB。補聴器を試聴さ
せると「良く聞こえる」。OAEにて左耳の低音部に軽い難聴が疑われたため、補聴器の貸し出しを開始し
た。2015年 9月上旬は本人が「補聴器を使用すると授業が聞き取りやすくなる」と言い、補聴器を付け
て学校に通えていた。9月下旬、クラスメート 4名の実名を挙げて、「いじめてくる」と話す。以後、完
全に不登校。11月 ASSRで、右 高度以上、左 軽度の難聴の疑いとの診断を受け、12月から聾学校中
学部に転校した。転校後は欠席なく通学ができた。2018年 4月から通常の C高校に入学したが、A中学
校で同級だったいじめ加害者と同級となり、いじめが再開する。同年 7月、右 70dB（SH？）、左 34
dB。秋から不登校となり、D単位制高校に転校した。転校後、D高校には通えており、心因性難聴の再
発はない。2019年 3月、左 14dBと軽快した。

【結論】
母親からのヒアリングでは小学校時には一側性難聴の症状を示していた。聞こえにくさへの教育的支援

が不十分だったことから、いじめを受けることになり、心因性難聴を誘発することとなった。その後、聾
学校に通うことで、軽快した。得られた示唆は、1）一側性難聴への適切な支援が行われないと、心因性
難聴になるまでの心的外傷を負うことになり、さらに不登校によって学修時間の剥奪さえ起こる可能性が
ある。2）聾学校に転校することで不登校解消につながった。3）補聴器装用により、コミュニケーション
状況が改善できたが、疾病利得として作用した可能性がある。
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